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Ophthalmic treatment by NAKATANI

Ryodoraku Electrical Needling for contributing to the society that is aging of the 
population progresses (part 2),
"Ophthalmic treatment by Nakatani method" ”高齢化社会のための良導絡針療法” そ
の２「中谷式眼科治療」Toshie NAKANE MD.PhD. 
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Rehabilitation & Pediatrics Clinic 
（一社）国際良導絡医学会/ 会長、
中根敏得リハビリテーション・内科・小児科医院/ 院長

IARMS  technical seminar in Tokyo (Toho University)
November 3rd 2019

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　　　　　　Originator of Ryodoraku Medicine  良導絡の創始者
＊ポスター　

*先生が亡くなられたのは、１９７８年4月３日でしたが、御年齢は５４歳でありました。



NAKATANI

The two REPPs on the line connecting the corner of 
the eye and the highest edge of the ear , where is  no 
hair.  It is named NAKATANI A dot & B dot.

F6 50 is named C dot.

F5   8 is named D dot.

Ophthalmic  Treatment Points

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Slide ：Nakatani  Ophthalmic Treatment Points      中谷眼科治療点（A・B・C・D点）
＊ポスター
     目の外眼角（目尻）と耳の上縁とを結んだ線上で、髪の毛の生えていない部分で2ケ所の
反応良導点を求め、これを中谷A点B点と云い、
F650をC点、F58をD点と云う。












私は良導絡治療を診療に取り入れてから、３５年になります
　発表したものの中から、思い出となりました写真スライドと共に良導絡治療の治験例について少し述べさせて頂きます。
　Ⅰ）１９７１年８月、ポルトガルのリスボンに於いて、第６回国際学校保健学術会議（昭和46年）が開催された際、 
          良導絡学会として色覚向上に関する良導絡治療成績を、中谷先生によって発表されました。
　　　私も札幌市立南小学校の校医をしていましたので、色盲と診断された児童の良導絡治療成績をそれに加えて頂      
          きました。
　　　中谷ABCD点に20分置針により色覚向上を認めることができました。
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